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　南海トラフの巨大地震が近い将来発生すると言われてお
りそれに対応するため様々な対策が取られています。南海ト
ラフ地震を想定し「南海トラフ地震における具体的な応急
対策活動に関する計画」（平成 29 年 6 月改定）や高知
県災害時医療救護計画等に基づく、大規模地震活動に関
する総合的な実動訓練を実施して、この活動に係る組織
体制の機能と実効性に関する検証を行うとともに、防災関
係機関相互の協力の円滑化を図るため今年の 8 月には大
規模地震時医療活動訓練が実施され高知病院にも北海道
医療センターからDMAT チームが訓練参加のためこられま
した。しかし、南海トラフ地震以外にも我が国のどの地域に
も大きな地震が発生する可能性があることはよく言われてい
ることです。実際 6 月には大阪府北部地震、9 月には北海
道胆振東部地震があり家屋の倒壊や、液状化現象、停電
など日常生活に多大な障害を与えました。しかし、災害は
地震だけではありません。
　今年は豪雨や台風による大きな自然災害が起こった年で
もありました。地球の温暖化の影響によるものか今年の夏は
記録的な猛暑でしたが、このことに関連するのかもしれませ
んが豪雨や大きな台風が我が国を直撃し多大な被害を与え
ました。7 月には西日本を中心に集中豪雨があり土砂崩れ
などにより多くの方が犠牲となりました。また、8 月には台風
20 号が四国を直撃し、9 月には 21 号が近畿に上陸しまし
た。車が強風により飛ばされる映像には恐怖を覚えた人もた
くさんいたのではないかと思います。このような災害が医療
機関の診療機能にも大きな影響を与えることは当然で、実
際 7 月の豪雨で広島の呉では水の補給がなくなりある病院
では手術にも影響がでているとの報道もありました。国立病

院機構の呉医療センターでも道路が土砂で寸断され職員
の出勤が難しくなり病院の機能維持が大変だったようです。
　このような災害に高知病院が直面したとき備えは十分とい
えるでしょうか。リスク管理をもう一度見直しておく必要があ
るかもしれません。高知病院は耐震基準で震度 6 強～ 7
で倒壊しない耐震構造で建築されています。医薬品は高
知県と災害時医薬品等管理委託契約を締結し薬剤備蓄も
行っています。食料は入院患者、職員の 3 日分の備蓄、
自家発電は空冷ガスタービンで燃料満タン 1,950L、6.5 時
間ですがボイラの備蓄重油も使用可能であり最大 106.5 時
間可能です。ボイラは 30,000L で 100 時間稼動となってい
ます。備蓄水量は 162トン、1 日の使用量約 200トンとす
れば 0.8日しか対応できませんが地下水を使用できることよ
り、もう少し余裕があるかもしれません。電気や水道のライ
フラインが断たれると、一般家庭よりはかなり防災の備えを
しているといえる病院でも厳しい状況になることは間違いあり
ません。「備えあれば憂いなし」と言われますが、備えをい
くらしていても甚大な災害では事前には想定不可能の事態
が続発します。このような状況の中で、最後に残るのはマン
パワーです。極限状態の中では個人個人の判断、対応、
思いやりが大きな力を発揮し不可能のことを可能にする力と
なります。日頃から部署・部署で役割分担、対応方法など
明確にしチーム力を高めておくことが重要で、この力が水道
や電気の中断したライフラインを助けることになります。職員
の皆さんには日頃より緊急時を想定して、常に心構えをして
おいて頂きたいと思います。職員間のチームワークを強固に
し災害拠点病院としての役割をしっかり果たせることができ
る病院を目指しましょう。

NHO 高知病院　院長
大串　文隆

災害への対応
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　この度、10 月 1 日より当院の消化器内科医師として
勤務しております笠井　昭成（かさい　あきなり）と申
します。出身は東京で、大学は徳島大学を卒業しまし
た。現在、医師 3 年目で今年から徳島大学病院の消
化器内科に入局いたしました。大学生の頃に、須崎へ
カヌーをしに行ったり、ひろめ市場で飲み食べをしたりと、
今まで何回か高知へ訪れた事はありますが、高知での
生活は今回が初めてです。若干の不安もありますが、
今は新転地での新生活スタートに胸を高鳴らせておりま
す。まだ消化器内科医としても成り立てで、知識的に
不足している点、至らない点も多々あるかと思いますが、

　産科は病院の中でも「おめでとう」が日常的に使われ
る科です。当院では高知県の周産期の二次施設として
年間 600 件ほど元気な産声が聞かれています。24 時間
365 日さまざまなお産に対応できるようにチーム医療でサ
ポートしています。
　近年ではドラマ「コウノドリ」で産科医療が話題になり
ました。「ボクらは、奇跡のすぐそばにいる」という言葉が
すべてだと思います。全く同じお産はありません。毎日毎
日が新鮮で、新しく生まれた命から私たちは新たなエネル
ギーをもらっている気がします。
　かつて産科の先輩が産科医の魅力について「産科医
ができることは本当に少しだけ。産婦さんの生む力と赤ちゃ
んの生まれる力を最大限にサポートして、足りないときに少
しの手助けをしてあげる。この手助けがいつ必要になる
かがわからないため、産科医がいる。そのなかで元気な

新 医 師 紹 介

診療科紹介（産科）

消化器内科レジデント
笠井　昭成

婦人科医師
今泉　絢貴

少しでも高知県の消化器内科に貢献できるよう日々努力
していきたいと考えております。一生懸命頑張りますの
で、今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

産声があがり、家族の幸せな声が聞こえる瞬間に立ち会っ
てこそ、産科医になってよかったと思えるよ」と教えられま
した。
　私がお産の素晴らしさに触れ、産婦人科医になって 2
年以上がたちました。これまでにいろいろなお産に立ち会
い、いろいろな家族と幸せの瞬間にふれあってきました。
最近ではかつての先輩の言っていたことが少し理解できる
ようになった気がします。まだまだ産科医としては未熟です
が、少しでもその感動の手助けを出来るように日々勉強し
ております。
　お産はそれぞれの家族にとって一大イベントのひとつで
す。少しでも不安があれば周りのスタッフに気兼ねなく声を
かけてください。産科医・小児科医・助産師・看護師がチー
ムで大切な時間を支えていきたいと思います。
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土佐市での
　健康講話について

臨床研修医
和田　秀之

　今回 7 月 24 日に土佐市にて【足の健康　フット
ケア】をテーマに健康講話を行わせていただきまし
た。
　当日会場である公民館に集まって下さった人数は
30 名程。なにぶん慣れないことで最初は緊張しま
したが、皆様温かい雰囲気で迎えて下さり、非常
に落ち着いた中で話をさせていただくことができまし
た。
　内容につきましては先述の通り下肢の疾患を白
癬や下肢静脈瘤など、一般の方々にも馴染みの深
い物を中心にそれぞれの原因、予防、症状、治
療について解説しました。皆様とても熱心に聞いて

下さり、また講話の後には多く質問もいただき、健
康問題に対する関心の高さを伺うことができました。
しかし一方で「予防と言われても自分一人では難
しい」、「体調が悪い時どこに相談すればいいのか
分からない」と言った声も聞かれ、疾患に対してど
うするかだけではなく、普段からどのように医療に
関わっていくべきなのかを伝えておくことも大切なの
だと痛感しました。
　今回多くの方々の健康に対する考え方を学べた
ことは大変に勉強になりました。このような機会を設
けていただいた皆様に厚く御礼申し上げます。
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大規模地震時
 医療活動訓練を終えて

職員係
三﨑　一輝

　8 月 4 日（土）に政府主催で全国規模の大規
模地震時医療活動訓練を行いました。当院の訓
練内容は、まず午前中に高知県から派遣されてき
た応急危険度判定士の方達と建物に倒壊の恐れ
がないか外壁を確認する訓練を行いました。その
後、午後はコントローラーでお越しいただいた倉敷
中央病院、宮城県の赤十字病院の方と県外から
派遣されてきた DMAT の北海道医療センター他 2
チームの方 と々院内で災害対策本部を立ち上げ、
院内の被災状況（想定）の情報収集や行政機関
との情報伝達訓練などを行いました。その後、近

隣病院から救急車で模擬患者が搬送されてきて外
来で処置するなどの訓練を行い、訓練が終了しま
した。
　訓練を終えて、地震時の医療活動訓練は普段
の業務とは異なる内容なので戸惑うことばかりでし
たが、近いうちに起こる南海トラフ地震に備えるた
めに役に立ったので今後の活動に活かしていきたい
と思いました。
　最後になりますが、当院の訓練にご協力いただき
ました関係者各位には、この場を借りてお礼申し上
げます。
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　重症心身障害病棟にはそれぞれテラスがあり、

季節の花を育てています。テラスに出て療育をする

と色鮮やかな花や緑の葉が利用者さんを楽しませ

てくれています。

　春には色とりどりの花を植えました。心地良い風

の中、療育では利用者さんと一緒にお花の冠を作

り、お花見や外気浴等して楽しみました。

　夏には朝顔やゴーヤ等の緑のカーテンができ、暑

さも心なしか和らぎました。木陰でしゃぼん玉や水

遊び等夏ならではの遊びを楽しみました。畑では今

年はたくさんの種類の野菜を植え、キュウリやトマト、

スイカ等たくさん実がなりました。せっせと水やりをし

てお世話を頑張ったり、「今日は何が採れるかな？」

と収穫を楽しみにしたりする利用者さんの姿が見ら

れました。療育では取れたての野菜の匂いや感触

を楽しみながら野菜スタンプにして楽しみました。

　今年は南病棟のテラスでメダカ等の魚が元気よく

泳いでおり、職員やご家族との話題のきっかけにも

なっています。

　長期療養されている利用者さんにとって、植物

栽培は世話や収穫を楽しむだけでなく、匂いや感

触から季節を感じ取る事の出来る貴重な体験と捉

え、今後も利用者さんと一緒に植物栽培を楽しん

でいきたいと思っています。

重症心身障害病棟
　植物栽培について

保育士
恩地　眞由
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つくし病棟花火大会
保育士

西原　琴子

　８月２８日（火）、８月２９日（水）の２日間、重症
心身障害病棟で『つくし病棟花火大会』が開催され
ました。
　１日目はイベント広場での花火大会でした。外が
暗くなるまでの間、利用者の方たちは療育訓練室で、
高知大学医学部管弦楽団の皆さんによる演奏を楽し
みました。ホルンやトロンボーンによる素敵な演奏でした。
となりのトトロメドレーや川の流れのように等耳馴染みの
ある曲は手拍子をしたり、一緒に口ずさんだりでいる
姿が見られました。
　演奏が終わると、外に出てメインである花火を楽し
みました。噴き上げ花火、ナイアガラ、打ち上げ花火
と花火が上がるたびに『わぁー！！』『きれいやね～』

と歓声が上がりました。最後は家族や職員と一緒に
手持ち花火も楽しみました。
　２日目は、前日参加出来なかった方たちのために、
ベッドサイドでも花火を楽しんでもらおうと、病棟訪問を
行いました。利用者さんのお部屋の天井や壁、またよ
り近くで見れるようにパネル板に花火の映像を写し、音
と映像で花火を楽しんでもらいました。こちらも大好評。
利用者の方たちの笑顔がたくさん見られました。
　楽しかったつくし花火大会、利用者さん一人ひとり
の良い夏の思い出になったのではないかと思います。
今回のつくし花火大会にご参加、ご協力頂いたみなさ
んありがとうございました。
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　日本医療マネジメント学会高知県支部の学術集会
（以下 , 学会）は、県内の医療に携わる部門の関
連職種が多数参加する学会で、ここ近年の本学会で
の口演発表数が増加傾向（演題総数 84 演題）に
伴い、特別講演、ランチョンセミナー、シンポジウムも
行われる充実した内容のある学会です。今回、私は
本学会に「摂食嚥下機能が良好あるいは悪化良好
で退院した要介護誤嚥性肺炎患者に関連する因子」
と題した演題名で発表する機会を得ました。
　今回の演題内容は、我々が実践している業務内容

（摂食機能療法）を検討することを第一とし、要介
護誤嚥性肺炎患者の方に対して実践している訓練が
どのように寄与して退院されるのか検証しました。その
経緯で、介護を要す誤嚥性肺炎患者の食べる（以下 ,

摂食）・飲み込む（以下 , 嚥下）機能が良好あるい
は悪化良好に退院した方を対象とした良好群と悪化
良好群の 2 群間で比較し、その結果、2 群間のそれ
ぞれで関連を示した因子が、入院時の経口摂取開
始日・退院時の口腔機能レベル・退院時の口腔乾燥
レベルが良好群に対して有意な差を認めました。　
　この結果を受け、要介護誤嚥性肺炎患者の方に
対し経口摂取開始時に必要な機能評価の見極める
実践力、入院時から退院時までの口腔機能のレベル
に関わるケアの優劣も関連し、今後、この分野に関
わる水準の維持向上に努めることで、より強固な他職
種連携の汎化に繋げる必要性があると再認識した学
会発表になりました。

医療マネジメント
　　　学会について

言語聴覚士
野々　篤志
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がんサロン
花火大会鑑賞

緩和ケア認定看護師
西澤　千晶

　8 月 9 日、高知市納涼花火大会が行われました。

当院ではがんサロンの活動の一環として、がん患

者さんとそのご家族を対象に 7 階食堂のテラスから

花火大会の鑑賞会を行いました。

　当日は事務職員の方々からアドバイスを頂いたり、

栄養管理室から配布用のジュースの差し入れを頂

きました。また各病棟では患者さんの状態を把握し、

鑑賞会前後の連絡など多職種による協力を得て無

事終了することができました。

　天気にも恵まれ、ほぼ予定通りの方の参加があり

ました。

　患者さんによっては、ご家族と参加され思い出

を語りながらの花火は、辛い治療や心の痛みから

少し解放された時間になったのではないかと思いま

す。担当者は患者さんやご家族に話しかけ、花

火を見ながら他愛のない話をしたり体調や気持ちを

伺いながら寄り添うことができました。また家族に画

像を送りたいと撮影を依頼されたり、患者さん、ご

家族を撮影したり楽しい思い出を作ることができまし

た。

　今回は参加者を限定しお断りをせざるを得ません

でしたが、皆さんの笑顔を見ていると、このイベント

が、今後もがん患者さんとそのご家族にとって心の

緩和ケアとなっていくことを期待しています。
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専門看護研修コース
（がん化学療法看護）について

　今年５月よりキャリアラダーⅢ以上でがん化学療
法看護経験が１年以上の看護師を対象に、「がん
化学療法専門看護研修」を行っています。研修
はがん化学療法を受ける患者と家族に対する看護
の質向上を図るため、科学的根拠を基にアセスメン
トをし、看護実践ができることを目的に７回シリーズ
としています。がん化学療法の基本的概念、使用
薬剤の作用機序・特徴、がん化学療法薬の安全
な取り扱い、投与管理の実際、副作用とセルフケ
ア支援等の講義と、看護実践の場でケアに役立つ
よう物品や方法を具体的に紹介しています。
　肺・大腸・頭頸部がんの治療に用いる EGFR
阻害薬の代表的副作用に皮膚障害があります。治
療前から保湿剤日焼け止めなどのケアを行う予防
療法群・皮膚障害出現後からケアを開始した対症

療法群を比較した STEPP STUDY では、Grade
２以上の皮膚障害発現率は対症療法群 62％に対
し予防療法群 29％の結果より治療前から副作用を
予測した関わりが非常に大切だと理解できます。
　看護師は患者の生活習慣・セルフケア能力をア
セスメントし、副作用による苦痛の軽減、ケアの実
践評価、治療目的に沿った支援等の役割が求めら
れます。また従来の殺細胞性抗がん薬等と副作用
の出現時期形態が異なる免疫チェックポイント阻害
薬はがん種の適応拡大・新規薬剤も登場していま
す。これら薬剤の知識を持ち副作用を予測した意
図的な関わりを行うことで重要となる副作用の早期
発見ができ、早期治療につながることもあります。
　がん化学療法を積極的に学びたいと考える看護
師の皆様の受講をお待ちしています。

がん化学療法看護
認定看護師

福岡　美恵

（8） （9）
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副看護師長
竹長　幸子

中四看護研究学会
　 （座長賞）

　今回、私は 9 月 8 日に開催された第 14 回中国
四国地区国立病院機構・国立療養所看護研究学
会に参加し、「A 病院の褥瘡対策における取り組
みと課題」というテーマで示説発表し座長賞を受
賞しました。

　当院では、2005 年より褥瘡予防対策委員会が
発足し予防対策に取り組んでいます。2017 年 5 月
に褥瘡推定発生率が 1.73％と上昇があり、原因を
分析しました。その原因は重心児（者）の耳介部
に発生した褥瘡が、流涎によって浸軟しやすい状
態であったことと、仙骨部や尾骨部の褥瘡発生が
失禁患者に多かったことに着目しました。いずれも
適切なスキンケアが行われていないことが要因であ
ることが分かり、標準化されたケア方法が確立され
ておらず耳介部のケアマニュアル、おしりケアマニュ
アルの作成、実践を行いました。その結果、耳介
部の褥瘡発生は 2017 年 12 月以降 0 件となり、お
しりまわりの褥瘡推定発生率は 2017 年上半期と比

較し下半期は 0.44％の低下がみられました。
　流涎や排泄物の浸軟が生じやすい方の皮膚は、
何らかの刺激から肌を守るバリア機能が低下してお
り褥瘡が発生しやすくなります。褥瘡の発生は患者
さんにとって苦痛が生じてしまう事であり、私達皮
膚・排泄ケア認定看護師を含めた看護師は褥瘡
発生しないよう取り組む必要があります。
　学会では、他施設の看護研究の発表も聞かせ
ていただき、患者さんにとって良い看護を提供する
ためには日々患者さん目線で良い看護を考え、援
助することが大切であることを再認識することができ
ました。
　そして、今回取り組んで発表した内容を活かし、
褥瘡発生ゼロを目標に活動していきたいと考えます。

（10）



ほ　げ　い　船 2018年10月　発行　第71号

職員の異動 7月２日付～10月１日付の人事異動（常勤）

採　　用

▶H30.8.1

医療社会事業専門員 鈴木　奈美

▶H30.10.1

消化器内科レジデント 笠井　昭成

退　　職

▶H30.7.31

看護師 和田亜由美
看護師 片岡　　茜

▶H30.8.14

看護師 馬庭千鶴子

退　　職
▶H30.8.31

看護師 中谷　佳世
▶H30.9.30

消化器内科レジデント 中西　明奈

秋の
味覚

栄 養 管 理 室 だより

主任栄養士
南本　裕介

さつまいもの栄養

さつまいもの種類（品種）

芋けんぴに合う品種は？？

ホクホク系 ねっとり系

炭水化物（でんぷん）が豊富で、ご飯と同じようにエネルギー源となります。
また、ビタミン B1、ビタミン C、カリウム、食物繊維などを比較的多く含んでいます。
さつまいもに含まれるビタミン C は、加熱しても壊れにくいという特徴があります。

高知と言えば「芋けんぴ」
ホクホク系、中間、ねっとり系の 3 種類で
芋けんぴを調理して比べてみました！

【おすすめ料理】
天ぷらや大学芋

【おすすめ料理】
焼き芋やスイートポテト

一般的にスーパーでよく見
かけるさつまいもです。

スーパーではブランド名で
売られていることが多い

紅あずま
紅はるか
安納芋

シルクスイート

高系 14
鳴門金時

高知病院 栄養管理室

「芋けんぴ総選挙」
結果発表！！

紅はるか	 7票

鳴門金時	 2票

紅あずま	 1票
芋けんぴにはホクホク系よりも、甘味のあるねっとり系
の方が適していました。また、鳴門金時は芋の味がしっか
りしており、少数ながら票を獲得しました！

さつまいも

（10） （11）



ほ　げ　い　船2018年10月　発行　第71号

平成30年度 感染防止対策地域連携

病院相互評価の受審

感 染 管 理 室 だより

副看護師長
河村　ひとみ

　当院は感染防止対策加算 1、感染防止対策地

域連携加算の施設基準を取得しています。施設基

準要件には、他の感染防止対策加算１に係る届

出を行っている保険医療機関と連携し、少なくとも

年 1 回程度、当該加算に関して連携しているいず

れかの保険医療機関に相互に赴いて感染防止対

策に関する評価を行い、当該保険医療機関にその

内容を報告すること、また、少なくとも年 1 回程度、

当該加算に関連しているいずれかの保険医療機関

より評価を受けていることとなっています。高知県

内では当院を含め 10 施設が加算１の施設であり、

この 10 施設が連携し相互評価を実施しています。

相互評価については、1 施設に対して 2 施設が訪

問し、書類の確認、院内ラウンドにより評価してい

ます。

　今年は、6 月 29 日に細木病院、高知赤十字病

院の ICT の皆様に訪問していただき、当院の評

価を実施していただきました。当日のスケジュール

は 11 時から書類確認を行い、その後のランチョン

ミーティングでは、各施設の「AST 活動」につい

て報告し合い情報共有を行いました。書類確認時

やランチョンミーティングでのディスカッションでは、日

頃の感染管理活動の中で悩んでいることや、今年

から本格的に始動している AST 活動についてなど

多くの話題について意見交換でき、今後の活動の

参考になりました。午後からは現場視察で感染対

策の実践状況や環境確認を行っていただきました。

通常の ICT ラウンドでは私たちが把握できなかった

部分に気づくことができました。また、外部の皆様

からのご意見をいただくことで、現場の職員や私た

ち ICTも刺激になりました。現場視察でご指摘い

ただいた点については、すぐに工夫し改善に取り組

め、すぐに改善が難しい事項については、長期的

な計画として検討を重ねています。

　今後も、病院相互評価を通して、訪問する側、

訪問を受ける側が共に高め合いながら、感染防止

対策のさらなる充実に向け取り組んでいきたいと思

います。
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５Ｓ活動報告を終えて
医療安全管理室だより

医療安全管理係長
山本　三恵

　当院では医療安全管理活動として毎年５Ｓ活動に取り組
んでいます。５Ｓ活動とは「整理・整頓・清掃・清潔・しつけ」
の５つの頭文字をとっているもので、民間企業、特に工場
などでは 1980 年代から積極的に取り入れている手法です。
必要以上に物を置かない。誰でもすぐ分かる場所に物を置
く、更に常に清潔に保つということを続けることで、探す手
間を省いて作業効率を上げたり、不良在庫を抱えないため
のコストを下げたりすることができ、最終的に企業の経済効
率を高めるという効果があります。
　医療の分野で考えると、コスト削減のほかに、物の定位
置が決まっていて、明確に表示されていることは物を取り出
すときに誤って違う物を取り出すという危険の回避に繋がりま
す。そして、誰でもすぐ分かる場所におくということは、緊
急時に必要物品を取り出すときにその効果が発揮されると
考えます。整理の中には医療機器の整理点検の内容も含

まれ、医療機器の不具合による事故防止に繋がります。ま
た、清掃・清潔は感染防止という観点から医療現場では
重要なことと言えます。
　このような取り組みを、6 月～ 8 月までの 3ヵ月の間に各
部署で検討・実施し、結果を９月に報告しました。今年度
も22 の部署が５Ｓ活動に参加し、その活動報告は、成果
を称えるために投票を行い、投票結果の３位までは掲示期
間を１０月中旬まで延長し、１階受付ホール前に展示いたし
ます。今年の優勝部署は栄養管理室、準優勝部署は 1
階中病棟と5 階北病棟が同票でした。これら職員の医療
安全に対する思いや、取り組みをより多くの方に知っていた
だけたら幸いです。
　最後になりましたが、５Ｓ活動にご協力いただいた皆様あ
りがとうございました。

2018年度　5S活動報告　投票結果上位3部署はこちら

優　勝
準優勝 準優勝

5S♪
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羽ばたけ未来のNurseたち！！
ただ今準備中・・

教員
岡部　清美

　９月 28 日、基礎看護学実習Ⅱの振り返りの会を実施しました。２年生にとっては、初めての看護
展開の実習であり多くのことを学ぶことができました。今回のテーマとして「対象者にあった健康回
復のための日常生活援助について」各グループより提案がありましたが、実習後の短い時間の中で
しっかりと話し合いがされており、活発な意見交換がされ、貴重な学びの場ともなりました。共通し
て言えることは「まずは、患者をしっかりと見ること、そして五感を使って観察し、次に患者に何が
起きているのかアセスメントし、患者に最も適した看護を考え、結果を予測して実施する。実施後は、
患者にとって最適であったかを評価する」ということを学び取っていました。臨床からは、「学生の
誠実さや思いが患者さんに伝わる」「学生の成長をみることが自分たちのやりがいにもつながる」
などの暖かい講評をいただき、お忙しい中たくさんの方に参加していただけたことに心より感謝いた
します。本当にありがとうございました。領域実習へ向けてしっかり準備をしていきたいと思います。

　３年生の看護管理の授業です。講師である森山副看護部長が授業方法を工夫して下さり、森下教育
担当師長の協力も得て、メンバーシップやリーダーシップとは何かを学ぶための参加型授業が行われまし
た。目隠しした状態で協力して正方形を作るという行為の中にリーダーシップ、コミュニケーション能力、
数学的思考など様々な要素が含まれており、またメンバーシップを目的とした輪づくりでは、チームの目
標を達成するために、メンバー１人１人が目的や目標をしっかりと理解して自分の果たす役割を自覚して
行動することが大切ということを学んでいました。９月 18日より実習９クール目の統合看護実習が始まり、
11月１日で全ての実習が終了となります。その後は、国家試験に向けてラストスパートです。全員が合格し、
看護師として羽ばたいていけるように１日１日を大事にしていきたいと思います。

（14）

皆さん 成長しましたね！

正方形って ？ ？

よーい、スタート ！

こうかな ？

さっきより長いかな ？

できたんじゃない ？

早く早く ！ つないで ！
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地域医療
連携室だより

看護師長
西本　美香

オープンシステム利用状況 紹介率・逆紹介率 救急搬送受診者数

高知病院地域連携等概況

第152回 高知病診連携フォーラムのご案内
【日時：平成30年11月22日（木）18：30〜20：00】

特別講演「知っておきたい間質性肺炎の最新の知識 一具体的な症例を通じて解説する一」
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●神奈川県立循環器呼吸器病センター／副院長 兼 呼吸器内科部長　小倉　髙志 先生

　8 月 4 日に地域医療連携連絡会をザ・クラウンパレス新
阪急高知で開催しました。高知県下の病院から医師や地
域医療連携室等の方々 83 名にご出席頂き、院内参加
者とあわせて総数 160 名と盛大に行いました。地域医療
連携連絡会は、地域の医療機関の方 と々直接お会いし、
当院について知って頂くことやご意見を頂き今後の改善や
取り組むべきことを知ること、顔の見える連携ができること
を目的に開催しており、今年で 10 年の節目を迎えることが
できました。
　地域医療連携連絡会は、大串院長のあいさつで開会
しました。特別講演は、国立病院機構　中国四国グルー
プ　総括長　河田晃伸先生から「国立病院機構の動
向」についてお話を頂きました。国立病院機構の概要、
主な事業、国立病院機構が担う医療について説明があ
り、セーフティネット分野の医療において重症心身障害や
結核の病床をもつ当院が中心的役割を担っていること。ま
た、2025 年の地域医療構想の実現に向けて、地域にお
ける病院の機能と役割を明確化し、情報共有を図って行

くことが求められることなどを学ぶことができました。その後、
当院の各診療科紹介を内科系は統括診療部長　井上修
志先生、外科系を地域医療連携室長　日野弘之先生が
行いました。各診療科の特色や顔を知ってもらうよう各科
が作成した内容を、井上先生が先生方の最近の趣味や
日頃のエピソードを加えた編集を加えてプレゼンテーション
を行い、楽しい紹介となりました。
　意見交換会では、来賓を代表して高知市医師会会長　
野波 誠二先生にお言葉を頂きました。先山副院長の乾
杯の挨拶で始まり、出席して頂いた医師や看護師、ソー
シャルワーカー等様々な職種や、病院間での、活発な情
報交換が行われました。
　職員一人ひとりが、当院の役割を理解し、地域の医療・
介護機関等と連携し地域包括システムを築いていくことが
求められます。在宅療養推進に向けて、地域と看護を繋
ぐ退院支援や、患者・家族の望む支援を行い、信頼さ
れる関係づくりを行っていきたいと思います。最後に、参
加頂いた皆様方のご協力のもと開催することができ、感謝
申し上げます。

場所：国立病院機構高知病院 2階地域医療研修センター
問い合わせ先：地域医療連携室　088-828-4465 ご参加お待ちしています。
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診 療 科 区分・診察室番号 月 火 水 木 金

内 科
午前

 １ 診 ⑫ 門田 ・町田（隔週） 森田・木村（隔週） 岡野・井上（隔週） 岡﨑・篠原（隔週） 畠山 ・矢葺（隔週）

 特別外来 ⑪ 松森（糖尿病） 岩原（血液） 松森（糖尿病） 岩原（内科） 松森（糖尿病）

午後  専門外来 化学物質過敏症（予約制）

神 経 内 科 ⑰ 不定期（院内案内板に掲示しています。お電話にてお問い合わせ下さい。）

呼 吸 器 内 科
ア レ ル ギ ー 科

午前

 １ 診 ⑧ 篠原　　勉 大串　文隆（予約制） 畠山　暢生 大串　文隆（紹介のみ） 岡野　義夫

 ２ 診 ⑥
・
⑫

森田　　優 町田　久典 篠原　　勉

 ３ 診 大串　文隆 門田　直樹

午後  専門外来 禁　煙　外　来
14:00～15:30（予約制）

消 化 器 内 科 午前 ⑨ 井上・笠井 池田　敬洋 岡崎　　潤 井上　修志 池田　敬洋

循 環 器 内 科
午前 ⑦ 山﨑　隆志 西村　直己 　 山﨑　隆志

午後 ⑦ 伊藤　いづみ
受付13：30～16：00

ペースメーカー
（第2木曜）

リ ウ マ チ 科 ⑩ 松森　昭憲
（糖尿病も診察）

大串　文隆
（予約のみ）

松森　昭憲
（糖尿病も診察）

小 児 科

午前

 １ 診 ① 武市　知己 大石　尚文 武市　知己 小倉　英郎 大石　尚文

 ２ 診 ② 大石　尚文 佐藤　哲也 武市　知己 高橋　芳夫

 ３ 診 ③ 佐藤　哲也 井上　和男 小倉由紀子 井上　和男

午後
 専門外来 神経・アレルギー

（第2月曜 医大循環器）
アレルギー

循環器
乳児健診

アレルギー
NICU フォローアップ

神経・内分泌・腎臓
乳児健診

 予防接種 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制）

外 科
消 化 器 外 科
小 児 外 科

午前 ⑤ 吉川　雅登 福山　充俊
（乳がん検診も実施）

山崎　誠司 福山　充俊
（乳がん検診も実施）

花岡　　潤

午後  専門外来 吉川　雅登
（ヘルニア外来）

福山　充俊
（乳腺外来）

福山　充俊
（乳腺外来）

花岡　　潤
（肝臓･胆道･膵臓外来）

呼 吸 器 外 科 午前
⑧ 先山　正二 先山　正二

⑦ 日野　弘之 日野　弘之

乳 腺 科
午前 ⑦ 本田　純子

午後 ⑧ 本田　純子
受付15：30まで

本田　純子
受付15：30まで

整 形 外 科
午前

① 福田　昇司（予約制） 西殿　圭祐 福田　昇司 合田有一郎

② 西殿　圭祐

午後 ② 骨粗鬆症
13:00～15:00（予約制）

田村　竜也（予約制）

脳 神 経 外 科 午前  １ 診 ⑧ 非常勤 
10:00～12:00

非常勤 
9:00～11:00（予約制）

予約外の方はお問い合わせ下さい

皮 膚 科 午前 ⑬ 高橋　　綾 高橋　　綾 高橋　　綾 高橋　　綾 高橋　　綾

泌 尿 器 科 午前

⑨ 渡邊　裕修 島本　　力 佐竹　宏文 渡邊　裕修 佐竹　宏文

⑦ 佐竹　宏文
診察開始 10：00～

島本　　力
診察開始 10：00～

産 科
午前 �

滝川  稚也 福家　義雄 福家　義雄 今泉　絢貴 滝川  稚也

１ヶ月検診

午後 超音波外来（予約制）

婦 人 科
午前

� 木下　宏実 今泉　絢貴 木下　宏実 滝川　稚也 木下　宏実

クーポンがん検診
（予約制）10：30～11：30

クーポンがん検診
（予約制）10：30～11：30

午後 思春期外来（予約制）

眼 科 午前 � 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子 戸田　祐子

耳 鼻 咽 喉 科
午前 ⑯ 岩﨑・内藤 岩﨑・内藤 岩﨑・内藤 岩﨑・内藤 岩﨑・内藤

午後

放 射 線 科 小松　幸久 塩田　博文 小松　幸久 塩田　博文 小松　幸久

外来診療担当医表
■受付時間　8：00〜11：00
■休診日 土曜・日曜・祝日・12月29日〜１月３日

高知病院
〒780-8077　高知県高知市朝倉西町１丁目２番25号
TEL（088）844-3111　FAX（088）843-6385
http://www.kochihp.com国立病院機構の

シンボルマーク
高知病院の

シンボルマーク

（平成30年10月1日現在）

※内科の１診は、月曜日から金曜日まで全て、医師１名担当の交代制となっています。
※市町村発行のクーポン券を利用される乳がん検診は､平日の午前中外科外来にて行っています｡診察も希望される場合は事前に外科までお問い合わせください。
※当日の受付は午前11：00までとなっております。

（16）


